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修士論文要旨
１．研究背景
　我が国の介護業務における感情労働（Hochschild1983
＝2000）の研究は、介護の質やバーンアウトに関わる研究
を中心に行われているが、研究報告は少ない。著者は本研
究に先駆けて、通所介護事業所の管理者である、施設長の
介護の質向上に対する思いについて検討した結果、施設長
は施設理念に則した感情規則を明確にもち、介護の質向上
に取り組んでいることを確認した。そこで、介護の質向上
への取り組みのためには、介護業務における介護職員の思
いと感情労働のプロセスを検討する必要があると考える。
２．目的
■健康状態・職場満足度が感情労働に与える影響（研究１）。
■介護業務における感情労働のプロセスの検証（研究２）。
３．研究１
対象者：A市通所介護事業所の介護職・相談員・看護職。
調査期間：2012年6月～2012年7月、有効回答数123件。
調査方法：質問紙調査（①SF-8、②職場満足、③感情労働）。
分析方法：身体的健康・精神的健康・職場満足度が感情労
働に及ぼす影響について、共分散構造分析にてパス解析。
分析結果：身体的健康・精神的健康・職場満足度の３要因
には、それぞれ正の相関関係が認められるが、感情労働に
直接、影響を及ぼす因子は、精神的健康のみであり、中程
度の正の有意なパスを示すことが確認された（図１）。モデ
ル適合の要約は、χ2＝189.924、df＝100、p＜.001、GFI
＝.841、AGFI＝.784、RMSEA＝.086、AIC＝261.924。
４．研究２
対象者：Ａ市通所介護事業所の介護職員（６名）・相談員
（４名）・看護職員（２名）の、計12名の協力者による。
調査期間/方法：2012年８月～2012年９月/半構造化面接。
分析方法：M-GTA（木下2003）による質的分析を行った。
分析結果：分析の結果、図２の結果図が得られた。
　介護職員は、[ケアの迷い後ろ向きな思い]と向き合う意
味付けを、＜内部資源＞や＜外部資源＞から得られるよう
＜感情労働＞を行い、ケア態度を考える傾向がある。そし
て、＜ケア態度の決定＞をおこない、介護に対する思いの
結晶を、＜ケアする＞ことで表出する。提供した介護が受
け入れられることで得られる自己肯定感は、介護行動の要
因を強化する＜モチベーションの源＞の形成を助長する。
５．総合考察
　介護職員は、自分の裁量で感情規則を形成しながら、利
用者を肯定的に支援するよう感情労働を行う。その結果、利
用者に承認されることで自己実現の一端を果たし、精神的
健康を高めている可能性があることから、正の体験の積み
上げは、質の高い介護の実現につながる相互性を持つ傾向
がある。一方、介護職員が試みようとする介護に対する感
情労働が円滑に行えないことは、自己実現を阻害する要因
となり、ストレスが誘引される可能性があると考える。
６．結論と展望
　介護職員の精神的健康は感情労働に中程度の正の影響を
及ぼす要因であるとともに、介護職員の介護業務における
感情労働のプロセスの一部が明らかとなった。介護の質に
対する検討をより深めるには、利用者の視点も踏まえ、多
角的に検討する必要がある。また、施設長は、組織の介護
の質向上に向けて、個々の感情規則を介護職員との関係性
の中で、いかにとりまとめていくかが重要な課題である。
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図２　介護職員の介護業務における感情労働のプロセス
 図１　感情労働に影響を及ぼす健康状態と職場満足
